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■
　
　
■

□
本
誌
號
を
重
ぬ
る
こ
と
こ
ゝ
に
三
十
二
、

編
者

の
多
忙
と
經
濟
に
餘
裕
な
き
と
に
よ
り
何
等
向
上

進
歩
の
跡
な
き
に
拘
は
ら
ず
、
多
年
愛
讀

を
給
は

り
し
讀
者
に
深
く
御
禮
申
上
候

□
昨
年
は
日
本
水
彩
畫
會
の
創
立
あ
り
、
水
彩
畫

研
究
所

の
新
設
あ
り
、
旁

々
雜
誌
の
方
面
に
多
く

力
を
致
す

こ
と
能
は
ざ
り
し
が
、
そ
れ
等
の
事
業

も
追

々
整
理
相

つ
き
候
に
付
、
本
年
よ
り
は
本
誌

の
發
展

に
向

つ
て

一
同
力
を
盡
す
計
畫

に
御
座
候

□其
發
展
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
讀

者
諸
君
の
御

助
力
を
仰
ぐ
こ
と
多
か
る
べ
く
、
委
細
は
次
號
に

發
表
可
致
候

□
本
號

の
口
繪
は

甲
州
日
野
春
よ
り
見
た
る
富
士

山

に
し
て
、
原
畫

ワ
ツ
ト

マ
ン
九
ッ
切
に
御

座
候

□
次
號

に
は
畔
川
氏
の
『藝
術
小
言
』
と
云
ふ
有
益

・な
る
講
話
、
石
川
欽

一
郎
の

『
ア
レ
フ
レ
ツ
ー
イ

ー

ス
ト
氏
の
寫
生
談
、
霧
鴎
生
の
『水
』

の
續
稿
、

大
下
氏

の
靜
物
畫

の
話

の
つ
ゞ
き
を
掲
載
す
べ
し

□
中
繪
應

募
者
の
う
ち
、
外
山
氏

の
分
は
色
淋
し

く
候

へ
共
圖
柄
面
白
け
れ
ば
寫
眞
版
と
致
候
。
住

田
氏

の
分
は
そ
の
う
ち
石
版
に
附
し
可
申
候
、
他

の
諸
君
の
は
當
分
採
用
致
兼
候

□中
繪

は
季
節

に
不
拘
、
又
圖
案
と
繪
畫

と
は
不

問
候
問
、
奮

つ
て
御
投
稿
被
下
度
候

　
　
　
　
近
事
雜
聞

△
日
本
水
彩
畫
會

研
究
所

々
員

の

有
志
十
餘

名

は
、
昨
年
十

一
月

二
十
三
日
程
ヶ
谷
方
面
に
遠
足

寫
生
會
を
催

し
、
橫
濵

支
部
所
員
と
共
に
終
日
寫

生
を
試
み
夜
に
入

つ
て
歸
京
し
た
り

△
第

一
高
等
學
校
内
の
畫
學
會
に
て
は
、
十

二
月

四
日
水
彩
畫

の
小
展
覽

會
を
催

し
た
り

△
日
本
水
彩
畫

會
研
究
所
に
て
は
、
本
月
よ
り
人

體
寫

生
部
を
開
始
す
る
筈
な
り

△
太
平
洋
畫

會
に
て
は
、
來
る
十

一
日
午
後

三
時

よ
り
新
年
宴
會
を
開
く
べ
し
と

■
日
本
水
彩
畫
會
研
究
所

　
東
京
小
石
川
區
小
日
向
服
部
坂
下

■
仝
　
安
中
支
部

　
群
馬
縣
安
中
町
根
岸
方

■
仝
　
橫
濵
支
部

　
神
奈
川
縣
保
土
ケ
谷
町
小
學
校

問
に
答
ふ

注意

水
彩
畫

に
關
係

あ
る
　
の
に
限
る
　
◎
の
印
に

答
。

一
般
に
對

し
て
　
益
な
き
も
の
は
戴
せ
ず

■

『み
づ

ゑ
』
初
號
は

い
　
再
版
と
な
る
や
、
又

他
に
缺
本
あ
り
や
(廣
島
N

H
)
◎
初
號
再
版
は

品
切
三
版
は
多
數

の
申
込
な
け
れ
は
着
手
す
る
事

能
は
ず
、
又
第

三
、第
四
、第

五
、
第
六
は
缺

第
七

は
殘

本
僅
少
な
り
■

一　

エ
ツ
チ

ン
グ
の
意
を
知

り
た
し
、
二
　

畔
川
氏
と
は
何
氏
の
號

に
や
三

吉
田
藤
尾
女
史
は
油
繪

專
門
に
や
又
は
水
彩
畫

の

方
な
る
や
(N
.S
生
)
◎
一
　
畫

家
自
身
が

彫
刻

せ
し
銅
版
畫

二
　
書
状
に
て
問
合
さ
れ
よ
三
　
將

來
水
彩
畫

專
門
な
り
と
き
く

■
水
彩

風
景
畫
帖

(大
下
先
生
筆
)第

一
は
品
切
に
候
哉
、
又
肉
筆
臨

本
は
臨
今
に
て
も
御
頌

ち
に
相
成
候
哉

(赤
坂
川

邑
生
)
◎
殘

本
あ
り
、
又
肉
筆
臨
本
も
頒

つ
べ
し

讀
者
の
領
分

注意

長
文
及
水
彩
畫

に
無
關
係
の
も
の
は
御
斷
り
。

◎
印
は
編
者
の
答
。
投
書
の
要
點
の
み
を
掲
ぐ

■
ア
ル

フ

レ
ツ

ド
、
イ

ー
ス
ト

先
生
の
寫

生
談

は

何

遍
讀

ん
で
も
興

が

つ
き
ぬ

、
何

卒
同
先
生

の
作

を
『
み
づ

ゑ
』
に
揚
げ

ら
れ

た
し
、
次

に
カ
ツ

ト

に

は
先
哲

の
格
言

を
擧

げ

て
下

さ

い

「
藝
術

は
不
覊

自
由

の
必
胸

よ
り
滋
養

品
を
吸
收

し
て
成
長

す

」

千
萬

八

の

味

方

を

得

た

や
う
だ

(
C
F
生

)
■

『
版

の
な
ぐ

さ
み
』
續
稿

を
ド

ー
ゾ

(
未
來

の
彫
刻

家

)


